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高
崎
市
新
町
公
民
館

古
典
文
学
講
座

令
和
元
年
十
月
十
六
日

万
葉
集
を
よ
む
～
令
和
に
ち
な
ん
で
～

第
４
回

新
町
公
民
館

北

川

和

秀

◎
前
回
の
宿
題

○
万
葉
集
の
郎
女
・
大
嬢
・
娘
子

①
郎
女
…
…
石
川
郎
女
、
巨
勢
郎
女
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
大
伴
郎
女
、
紀
郎
女
、
藤
原
郎
女
、
（
軽

太
郎
女
）

②
大
嬢
…
…
大
伴
田
村
大
嬢
、
大
伴
坂
上
大
嬢
の
み

③
娘
子
…
…
舎
人
娘
子
、
清
江
娘
子
、
娘
子
（
園
臣
生
羽
の
女
）
、
依
羅
娘
子
（
柿
本
朝
臣
人
麻
呂

妻
）
、
筑
紫
娘
子
、
土
形
娘
子
、
出
雲
娘
子
、
勝
鹿
真
間
娘
子
、
常
陸
娘
子
、
河
内
百

枝
娘
子
、
巫
部
麻
蘇
娘
子
、
豊
前
国
娘
子
大
宅
女
、
安
都
扉
娘
子
、
丹
波
大
女
娘
子
、

娘
子
（
遊
行
女
婦
児
嶋
）
、
日
置
長
枝
娘
子
、
他
田
廣
津
娘
子
、
縣
犬
養
娘
子
、
上
総

末
珠
名
娘
子
、
豊
前
国
娘
子
紐
児
、
播
磨
娘
子
、
対
馬
娘
子
名
玉
槻
、
狭
野
弟
上
娘

子
、
遊
行
女
婦
蒲
生
娘
子

○
内
命
婦
・
外
命
婦

・
五
位
以
上
の
位
階
を
持
つ
女
官
が
内
命
婦
、
夫
が
五
位
以
上
の
位
階
を
持
つ
女
官
が
外
命
婦
。

・
凡
そ
内
親
王
、
女
王
、
及
び
内
命
婦
、
朝
参
に
行
立
せ
む
次
第
は
、

各

本
位
に
従
れ
。
其
れ
外

お
の
お
の

よ

命
婦
は
、
夫
の
位
の

次

に

准

へ
よ
。
（
令
義
解

後
宮
職
員
令1

6

）

つ
ぎ
て

な
ず
ら

○
「
ゑ
ま
し
て
」
（
四
・
六
八
八
）
の
表
記

①
青
山
乎

横

雲
之

灼
然

吾
共
咲
為
而

人
二
所
知
名
（
原
文
）

②
青
山
を
横
切
る
雲
の
い
ち
じ
ろ
く
吾
と
笑
ま
し
て
人
に
知
ら
ゆ
な
（
万
葉
集
私
注
）
土
屋
文
明

③
青
山
を
横
切
る
雲
の

著

ろ
く
わ
れ
と
咲
ま
し
て
人
に
知
ら
ゆ
な
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

い
ち
し

ゑ

④
青
山
を
横
ぎ
る
雲
の
い
ち
し
ろ
く
我
れ
と
笑
ま
し
て
人
に
知
ら
ゆ
な
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

ゑ

⑤
青
山
を
横
ぎ
る
雲
の
い
ち
し
ろ
く
我
と
笑
ま
し
て
人
に
知
ら
ゆ
な
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）

あ
を

や
ま

あ
れ

ゑ

○
信
濃
国
内
の
「
シ
ナ
」
の
付
く
地
名
（
和
名
類
聚
抄
に
お
い
て
）

①
更
級
郡
［
佐
良
志
奈
］
、
②
埴
科
郡
［
波
爾
志
奈
］

③
更
級
郡
当
信
郷
（
「
た
し
な
」
ま
た
は
「
た
ぎ
し
な
」
か
）
、
④
更
級
郡
更
級
郷
［
左
良
之
奈
］

⑤
高
井
郡
穂
科
郷
［
保
之
奈
］
、
⑥
埴
科
郡
倉
科
郷
［
久
良
之
奈
］
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大

伴

家

持

家

持

旅

人

書

持

長

徳

安
麻
呂

宿
奈
麻
呂

田
村
大
嬢

坂
上
大
嬢

大
伴
咋
子

馬
来
田

道

足

坂
上
郎
女

稲
公

小
吹
負

祖
父
麻
呂

古
慈
悲

巻

別

家

持

歌

数

巻

短
歌

長
歌

旋
頭
歌

合
計

３

一
八

三

二
一

４

六
四

六
四

６

九

九

８

四
九

二

五
一

末

四

巻

の

家

持

歌

率

二

二

巻

巻
全
歌

家
持
歌

家
持
歌
率

16

六
六

九

一

七
六

一
四
二

七
六

五
三
・
五
％

17

17

五
九

一
〇

六
九

一
〇
七

六
九

六
四
・
五
％

18

18

八
六

一
七

一
〇
三

一
五
四

一
〇
三

六
六
・
九
％

19

19

七
三

五

七
八

二
二
四

七
八

三
四
・
八
％

20

20

計

四
二
六

四
六

一

四
七
三

＊
巻
二
〇
に
は
防
人
歌
九
二
首
を
含
む

こ
れ
を
除
け
ば
家
持
歌
率
は
五
九
・
一
％

＊
巻
八
・
一
六
三
五
番
歌
は
尼
と
の
連
歌
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＊
家
持
は
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
八
月
二
十
八
日
に
没
す
る
が
、
同
年
九
月
二
十
三
日
に
起
き
た
藤
原

種
継
暗
殺
事
件
に
関
与
し
て
い
た
と
さ
れ
、
処
分
さ
れ
た
。
『
続
日
本
紀
』
編
纂
時
に
は
家
持
は
ま

だ
名
誉
回
復
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
か
、
『
続
日
本
紀
』
の
家
持
死
没
記
事
に
は
家
持
の
享
年

が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
生
年
が
分
か
ら
な
い
。

＊
『
公
卿
補
任
』
の
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
条
の
大
伴
家
持
の
項
に
は
「
天
平
元
年
己
巳
生
」
と
あ

る
が
、
そ
れ
で
は
家
持
は
五
歳
頃
に
初
月
歌
を
作
っ
た
こ
と
に
な
り
、
ま
た
十
歳
で
内
舎
人
を
勤
め

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
信
じ
が
た
い
。
同
書
の
天
応
元
年
（
七
八
一
）
条
の
大
伴
家
持
の
項
に
は
「
六

十
四
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
逆
算
す
る
と
生
年
は
養
老
二
年
（
七
一
八
）
と
な
る
。
そ
の
生
年

で
あ
れ
ば
、
家
持
の
官
歴
・
事
績
と
の
矛
盾
は
な
い
。

大

伴

家

持

年

表

西

暦

年

号

天

皇

先

皇

執

政

事

項

七
一
七

養

老

元

元

正

元

明

七
一
八

二

旅
人

中
納
言
。
こ
の
頃
、
家
持
誕
生

１

54

七
一
九

三

２

七
二
〇

四

日
本
書
紀
撰
進

３

七
二
一

五

長
屋
王

４

七
二
二

六

５

七
二
三

七

太
安
麻
呂
没

６

七
二
四

神

亀

元

７

七
二
五

二

聖

武

元

正

８

七
二
六

三

憶
良
筑
前
守

９

七
二
七

四

旅
人
大
宰
帥

10

七
二
八

五

11

七
二
九

天

平

元

長
屋
王
自
殺

12

藤
原
武

七
三
〇

二

梅
花
の
宴
。
旅
人
上
京

13

智
麻
呂

七
三
一

三

旅
人
没

14

七
三
二

四

憶
良
上
京
か

15

七
三
三

五

憶
良
没
か
。
こ
の
頃
、
家
持
、
初
月
歌

16

七
三
四

六

17

七
三
五

七

18
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七
三
六

八

遣
新
羅
使
人
の
歌

19

七
三
七

九

藤
原
四
兄
弟
没

20

七
三
八

一
〇

橘
諸
兄

家
持
、
内
舎
人

21

七
三
九

一
一

亡
妾
悲
傷
歌

22

七
四
〇

一
二

藤
原
広
嗣
の
乱
。
恭
仁
京
に
遷
都

23

七
四
一

一
三

24

七
四
二

一
四

25

七
四
三

一
五

26

七
四
四

一
六

難
波
宮
に
遷
都
。
安
積
皇
子
挽
歌

27

七
四
五

一
七

都
を
平
城
京
に
戻
す
。
家
持
従
五
位
下

28

七
四
六

一
八

雪
の
応
詔
歌
。
家
持
越
中
守
。
書
持
没

29

七
四
七

一
九

30

七
四
八

二
〇

31

七
四
九

天
平
勝
宝
元

家
持
、
従
五
位
上
。
陸
奥
国
黄
金
献
上

32

七
五
〇

二

孝

謙

聖

武

33

七
五
一

三

家
持
、
少
納
言
、
帰
京

34

七
五
二

四

東
大
寺
大
仏
開
眼

35

七
五
三

五

家
持
、
春
愁
三
首

36

七
五
四

六

鑑
真
来
朝
。
家
持
、
兵
部
少
輔

37

七
五
五

七

家
持
、
防
人
歌
収
集

38

七
五
六

八

藤
原

聖
武
太
上
天
皇
没
。
家
持
、
喩
族
歌

39

七
五
七

天
平
宝
字
元

仲
麻
呂

家
持
山
菅
の
歌
。
橘
奈
良
麻
呂
の
変

40

七
五
八

二

家
持
、
因
幡
守

41

七
五
九

三

淳

仁

孝

謙

恵
美

万
葉
集
最
終
歌

42

七
六
〇

四

押
勝

43

七
六
一

五

44

七
六
二

六

家
持
、
信
部
（
中
務
）
大
輔

45

七
六
三

七

46

七
六
四

八

家
持
、
薩
摩
守
。
恵
美
押
勝
の
乱

47

七
六
五

天
平
神
護
元

称

徳

道

鏡

48

七
六
六

二

49

七
六
七

神
護
景
雲
元

家
持
、
大
宰
少
弐

50

七
六
八

二

51

七
六
九

三

52
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七
七
〇

宝

亀

元

道
鏡
左
遷
。
家
持
、
正
五
位
下

53

七
七
一

二

光

仁

藤
原
永
手

家
持
、
従
四
位
下

54

七
七
二

三

55

七
七
三

四

大
中
臣

56

七
七
四

五

清
麻
呂

家
持
、
左
京
大
夫
兼
上
総
守

57

七
七
五

六

家
持
、
衛
門
督

58

七
七
六

七

家
持
、
伊
勢
守

59

七
七
七

八

家
持
、
従
四
位
上

60

七
七
八

九

家
持
、
正
四
位
下

61

七
七
九

一
〇

62

七
八
〇

一
一

家
持
、
参
議
・
右
大
弁

63

七
八
一

天

応

元

家
持
、
兼
春
宮
大
夫
。
従
三
位

64

七
八
二

延

暦

元

桓

武

藤
原
魚
名

家
持
、
謀
反
に
連
座
、
解
任
。
復
任

65

七
八
三

二

家
持
、
中
納
言

66

七
八
四

三

藤
原

家
持
、
兼
持
節
征
東
将
軍

67

七
八
五

四

是
公

家
持
没
。
藤
原
種
継
暗
殺
に
連
座
除
名

68

【
越
中
以
前
】

大
伴
宿
祢
家
持
の
初
月
の
歌
一
首

み
か
づ
き

①
振
仰
け
て
若
月
見
れ
ば
一
目
見
し
人
の
眉
引
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
六
・
九
九
四
）
天
平
五
年

ふ

り

さ

み
か
づ
き

ま
よ
び
き

大
伴
家
持
の
秋
の
歌
四
首
（
そ
の
う
ち
の
一
首
）

②
雨
隠
り

情

い
ぶ
せ
み
出
で
見
れ
ば
春
日
の
山
は
色
づ
き
に
け
り
（
八
・
一
五
六
八
）
天
平
八
年

あ
ま
ご
も

こ
こ
ろ

右
の
四
首
は
、
天
平
八
年
丙
子
秋
九
月
に
作
れ
る
な
り
。

十
一
年
己
卯
夏
六
月
、
大
伴
宿
祢
家
持
、

亡

り
し

妾

を
悲
傷
び
て
作
る
歌
一
首

み
ま
か

を
み
な
め

か

な

し

③
今
よ
り
は
秋
風
寒
く
吹
き
な
む
を
い
か
に
か
独
り
長
き
夜
を
宿
む
（
三
・
四
六
二
）
天
平
十
一
年

ひ
と

ね

ま
た
家
持
、

砌

の

上

の
瞿
麥
の
花
を
見
て
作
る
歌
一
首

み
ぎ
り

ほ
と
り

な
で
し
こ

④
秋
さ
ら
ば
見
つ
つ
偲
へ
と
妹
が
植
ゑ
し
屋
前
の
石
竹
花
咲
き
に
け
る
か
も
（
四
六
四
）

に

は

な

で

し

こ

月
移
り
て
後
、
秋
風
を
悲
し
び
嘆
き
て
家
持
の
作
る
歌
一
首

⑤
う
つ
せ
み
の
世
は
常
な
し
と
知
る
も
の
を
秋
風
寒
み
偲
ひ
つ
る
か
も
（
四
六
五
）

し
の
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ま
た
、
家
持
の
作
る
歌
一
首

短
歌
を

并

せ
た
り

あ
は

（
長
歌
は
省
略
）

反
歌
（
三
首
の
う
ち
の
二
首
）

⑥
出
で
て
行
く
道
知
ら
ま
せ
ば
あ
ら
か
じ
め
妹
を
留
め
む
関
も
置
か
ま
し
を
（
四
六
八
）

⑦
妹
が
見
し
屋
前
に
花
咲
き
時
は
経
ぬ
我
が
泣
く
涙
い
ま
だ
干
な
く
に
（
四
六
九
）

に

は

＊
妹
が
見
し

楝

の
花
は
散
り
ぬ
べ
し
わ
が
泣
く
涙
い
ま
だ
干
な
く
に
（
七
九
八
・
憶
良
）

あ
ふ
ち

ひ

悲
緒
い
ま
だ
息
ま
ず
、
ま
た
作
る
歌
五
首
（
そ
の
う
ち
の
四
首
）

か
な
し
び

や

⑧
か
く
の
み
に
あ
り
け
る
も
の
を
妹
も
わ
れ
も
千
歳
の
ご
と
く
憑
み
た
り
け
る
（
三
・
四
七
〇
）

ち

と
せ

た
の

⑨
世
間
は
常
か
く
の
み
と
か
つ
知
れ
ど
痛
き

情

は
忍
び
か
ね
つ
も
（
四
七
二
）

よ
の
な
か

つ
ね

こ
こ
ろ

⑩
佐
保
山
に
た
な
び
く
霞
見
る
ご
と
に
妹
を
思
ひ
出
泣
か
ぬ
日
は
な
し
（
四
七
三
）

で

⑪
昔
こ
そ
外
に
も
見
し
か
吾
妹
子
が
奥
つ
城
と
思
へ
ば
愛
し
き
佐
保
山
（
四
七
四
）

よ
そ

わ

ぎ

も

こ

き

も

は

橙
橘
初
め
て
咲
き
、
霍
公
鳥
飜
り
嚶
く
。
此
の
時
候
に
対
ひ
て
、
詎
そ
志
を
暢
べ
ざ
ら
む
。
因
り

と
う

き
つ

か
け

な

む
か

な
に

の

て
三
首
の
短
歌
を
作
り
て
、
鬱
結
の
緒
を
散
ら
さ
ま
く
の
み
。
（
そ
の
う
ち
の
一
首
）

⑫
あ
し
ひ
き
の
山
辺
に
居
れ
ば
霍
公
鳥
木
の
間
立
ち
く
き
鳴
か
ぬ
日
は
な
し
（
一
七
・
三
九
一
一
）

を

こ

ま

天
平
十
三
年

右
は
、
四
月
三
日
に
、
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
、
久
迩
の
京
よ
り
弟
書
持
に
報

へ
送
れ
り
。

く

に

こ
た

大
伴
宿
祢
家
持
、

坂

上

家
の
大

嬢

に
贈
る
歌
二
首

離

り
絶
え
た
る
こ
と
あ
ま
た
年
に
し
て
、
復
会
ひ
て
相

さ
か
の
う
へ
の

い
へ

お
ほ
い
ら
つ
め

さ
か

聞
往
来
す

⑬
忘
れ
草
わ
が
下
紐
に
着
け
た
れ
ど
醜
の
醜
草
言
に
し
あ
り
け
り
（
四
・
七
二
七
）

つ

し
こ

し
こ

く
さ

こ
と

⑭
人
も
無
き
国
も
あ
ら
ぬ
か
吾
妹
子
と

携

ひ
行
き
て
副
ひ
て
を
ら
む
（
七
二
八
）

わ

ぎ

も

こ

た
づ
さ

た
ぐ

さ
ら
に
、
大
伴
宿
祢
家
持
、
坂
上
大
嬢
に
贈
る
歌
十
五
首
（
そ
の
う
ち
の
二
首
）

⑮
夢
の
逢
ひ
は
苦
し
か
り
け
り

覚

き
て
か
き
探
れ
ど
も
手
に
も
触
れ
ね
ば
（
四
・
七
四
一
）

い
め

お
ど
ろ

⑯
一
重
の
み
妹
が
結
ば
む
帯
を
す
ら
三
重
結
ぶ
べ
く
わ
が
身
は
な
り
ぬ
（
七
四
二
）

ひ

と

へ

み

へ

大
伴
家
持
の
晩
蝉
の
歌
一
首

ひ
ぐ
ら
し

⑰
隠
り
の
み
居
れ
ば
い
ぶ
せ
み
慰
む
と
出
で
立
ち
聞
け
ば
来
鳴
く
晩
蝉
（
八
・
一
四
七
九
）
夏
雑
歌

こ
も

を

ひ
ぐ
ら
し

大
伴
家
持
の
霍
公
鳥
の
歌
二
首
（
そ
の
う
ち
の
一
首
）

⑱
夏
山
の
木
末
の
繁
に
霍
公
鳥
鳴
き
響
む
な
る
声
の
遥
け
さ
（
八
・
一
四
九
四
）
夏
雑
歌

こ

ぬ
れ

し
げ

と
よ

は
る
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痩
せ
た
る
人
を
嗤
咲
ふ
歌
二
首

や

わ

ら

⑲
石
麻
呂
に
わ
れ
物
申
す
夏
痩
せ
に
良
し
と
い
ふ
物
そ

鰻

取
り
食
せ
（
一
六
・
三
八
五
三
）

い
は

む
な
ぎ

⑳
痩
す
痩
す
も
生
け
ら
ば
あ
ら
む
を
は
た
や
は
た
鰻
を
捕
る
と
川
に
流
る
な
（
三
八
五
四
）

右
は
、
吉
田

連

老

と
い
ふ
ひ
と
あ
り
。
字
は

石

麻
呂
と
曰
へ
り
。
所

謂
仁
敬
の
子
な
り
。
そ
の
老
、
人
と
為
り

む
ら
じ
お
ゆ

い
は

ま

ろ

い

い
は
ゆ
る

な

身
体

甚

く
痩
せ
た
り
。
多
く
喫
飲
す
れ
ど
も
、
形
飢
饉
に
似
た
り
。

此

に
因
り
て
大
伴
宿
祢
家
持
の
、

聊

か
に

い
た

こ
れ

い
さ
さ

こ
の
歌
を
作
り
て
、

戯

れ
咲

ふ
こ
と
を
為
せ
り
。

た
は
ぶ

わ
ら

【
越
中
時
代
】

長
逝
せ
る
弟
を
哀
傷
し
ぶ
る
歌
一
首

短
歌
を

并

せ
た
り

か

な

あ
は

①
天
離
る

鄙
治
め
に
と

大
君
の

任
の
ま
に
ま
に

出
で
て
来
し

わ
れ
を
送
る
と

あ
を
に
よ
し

あ
ま
ざ
か

ひ
な

を
さ

お
ほ

き
み

ま
け

こ

奈
良
山
過
ぎ
て

泉
川

清
き
川
原
に

馬
と
ど
め

別
れ
し
時
に

真
幸
く
て

吾
帰
り
来
む

ま

さ
き

あ
れ

こ

平

け
く

斎
ひ
て
待
て
と

語
ら
ひ
て

来
し
日
の
極
み

玉
桙
の

道
を
た
遠
み

山
川
の

隔

た
ひ
ら

い
は

こ

き
は

た
ま

ほ
こ

ど
ほ

へ
な

り
て
あ
れ
ば

恋
し
け
く

日
長
き
も
の
を

見
ま
く
欲
り

思
ふ

間

に

玉
梓
の

使
の
来
れ
ば

け

ほ

あ
ひ
だ

た
ま

づ
さ

け

嬉
し
み
と

吾
が
待
ち
問
ふ
に

逆
言
の

狂
言
と
か
も

愛
し
き
よ
し

吾
弟
の

命

何
し
か

あ

お
よ

づ
れ

た
は

こ
と

は

な

お
と

み
こ
と

も

時
し
は
あ
ら
む
を

は
だ

薄

穂
に
出
る
秋
の

萩
の
花

に
ほ
へ
る
屋
戸
を

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、

す
す
き

づ

や

ど

こ
の
人
、
人
と
な
り
花
草
花
樹
を
愛
で
て
多
く
寝
院
の
庭
に
植
う
。
か
れ
に
花
薫
へ
る
庭
と
謂
へ
り

朝
庭
に

出
で
立
ち
平な

ら

し

夕
庭
に

踏
み

平

げ
ず

佐
保
の
う
ち
の

里
を
行
き
過
ぎ

あ
し
ひ
き
の

山
の
木
末
に

た
ひ
ら

こ

ぬ
れ

白
雲
に

立
ち
棚
引
く
と

吾
に
告
げ
つ
る

佐
保
山
に
火
葬
せ
り
。
か
れ
に
佐
保
の
内
の
里
を
行
き
過
ぎ
と
い
へ
り

あ
れ

（
一
七
・
三
九
五
七
）

②
真
幸
く
と
言
ひ
て
し
も
の
を
白
雲
に
立
ち
棚
引
く
と
聞
け
ば
悲
し
も
（
三
九
五
八
）

ま

さ

き

③
か
か
ら
む
と
か
ね
て
知
り
せ
ば
越
の
海
の
荒
礒
の
波
も
見
せ
ま
し
も
の
を
（
三
九
五
九
）

こ
し

あ

り

そ

右
は
、
（
天
平
十
八
年
）
九
月
二
十
五
日
に
、
越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
、
遥
か
に
弟
の
喪
を
聞
き
、
感
傷
し
び
て
作

か

な

れ
り
。

＊
悔

し
か
も
か
く
知
ら
ま
せ
ば
あ
を
に
よ
し
国
内
こ
と
ご
と
見
せ
ま
し
も
の
を
（
七
九
七
・
憶
良
）

く
や

く

ぬ
ち

忽
に
枉
疾
に
沈
み
、

殆

に
泉
路
に
臨
む
。
よ
り
て
歌
詞
を
作
り
て
、
悲
緒
を
申
ぶ
る
一
首

短

わ
う

し
つ

ほ
と
ほ
と

の

歌
を

并

せ
た
り

（
そ
の
う
ち
の
長
歌
省
略
、
短
歌
二
首
の
う
ち
一
首
）

あ
は

④
世
間
は
数
な
き
も
の
か
春
花
の
散
り
の
乱
ひ
に
死
ぬ
べ
き
思
へ
ば
（
一
七
・
三
九
六
三
）

よ
の
な
か

ま
が

右
は
、
（
天
平
）
十
九
年
春
二
月
二
十
日
に
、
越
中
国
の
守
の

館

に
し
て
、
病
に
臥
し
悲
し
び
傷
み
て
、

聊

か

や
か
た

い
さ
さ

に
此
の
歌
を
作
れ
り
。
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立
山
の
賦
一
首

短
歌
を

并

せ
た
り

此
の
立
山
は
、
新
川
郡
に
あ
り
（
長
歌
省
略
、
短
歌
二
首
の
う
ち
一
首
）

た
ち

や
ま

あ
は

⑤
立
山
に
降
り
置
け
る
雪
を
常
夏
に
見
れ
ど
も
飽
か
ず
神
か
ら
な
ら
し
（
一
七
・
四
〇
〇
一
）

か
む

（
天
平
十
九
年
）
四
月
二
十
七
日
に
、
大
伴
宿
祢
家
持
作
れ
り
。

新
川
郡
の
延
槻
川
を
渡
る
時
に
作
る
歌
一
首

に
ひ

か
わ

は
ひ

つ
き

が
は

⑥
立
山
の
雪
し
消
ら
し
も
延
槻
の
川
の

渡

瀬

鐙

浸
か
す
も
（
一
七
・
四
〇
二
四
）

た
ち

や
ま

く

は
ひ

つ
き

わ
た
り

ぜ

あ
ぶ
み

つ

陸

奥
国
よ
り

金

を
出
せ
る
詔
書
を
賀
く
歌
一
首

短
歌
を

并

せ
た
り

み
ち
の
く
の

く
が
ね

い
だ

ほ

あ
は

⑦
葦
原
の

瑞
穂
の
国
を

天
降
り

領
ら
し
め
し
け
る

天
皇
の

神
の

命

の

御
代
重
ね

天
の

あ
し

は
ら

み
づ

ほ

あ
ま

く
だ

し

す
め

ろ
き

み
こ
と

か
さ

日
嗣
と

領
ら
し
来
る

君
の
御
代
御
代

…
…

然
れ
ど
も

わ
ご
大
君
の

諸
人
を

誘

ひ
給

ひ

つ
ぎ

し

く

も
ろ

ひ
と

い
ざ
な

ひ

善
き
事
を

始
め
給
ひ
て

黄
金
か
も

た
し
け
く
あ
ら
む
と

思
ほ
し
て

下
悩
ま
す
に

鶏

く

が

ね

し
た

と
り

が
鳴
く

東

の
国
の

陸
奥
の

小
田
な
る
山
に

黄
金
あ
り
と

申
し
給
へ
れ

…
…

此
を
し

あ
づ
ま

み
ち
の
く

を

だ

こ
こ

も

あ
や
に
貴
み

嬉
し
け
く

い
よ
よ
思
ひ
て

大
伴
の

遠
つ
神
祖
の

そ
の
名
を
ば

大
来
目

う
れ

か
む
お
や

お
ほ

く

め

主
と

負
ひ
持
ち
て

仕
へ
し

官

海
行
か
ば

水
浸
く

屍

山
行
か
ば

草
生
す
屍

大
君
の

ぬ
し

お

つ
か
さ

み

つ

か
ば
ね

む

辺
に
こ
そ
死
な
め

顧

み
は

せ
じ
と
言
立
て

大
夫
の

清
き
そ
の
名
を

古

よ

今
の

現

に

へ

か
へ
り

こ
と

だ

ま
す
ら
を

い
に
し
へ

を
つ
つ

流
さ
へ
る

祖
の
子
等
そ

大
伴
と

佐
伯
の
氏
は

人
の
祖
の

立
つ
る
言
立

人
の
子
は

祖

お
や

こ

ど

も

う
ぢ

お
や

こ
と

だ
て

お
や

の
名
絶
た
ず

大
君
に

奉
仕
ふ
も
の
と

言
ひ
継
げ
る

言
の

職

そ

梓

弓

手
に
取
り
持
ち
て

ま

つ

ろ

こ
と

つ
か
さ

あ
づ
さ
ゆ
み

剣

大
刀

腰
に
取
り
佩
き

朝
守
り

夕
の
守
り
に

大
君
の

御
門
の
守
護

わ
れ
を
お
き
て

つ
る
ぎ

た

ち

は

ゆ
ふ

み

か
ど

ま

も

り

人
は
あ
ら
じ
と

弥
立
て

思
ひ
し
増
さ
る

大
君
の

御
言
の
幸
の

一
に
云
は
く
、
を

聞
け
ば

貴

い
や

た

ま

み

こ
と

さ
き

た
ふ
と

み

一
に
云
は
く
、
貴
く
し
あ
れ
ば

（
一
八
・
四
〇
九
四
）

反
歌
三
首
（
そ
の
う
ち
の
二
首
）

⑧
大
伴
の
遠
つ
神
祖
の
奥
津
城
は
し
る
く
標
立
て
人
の
知
る
べ
く
（
四
〇
九
六
）

か
む
お
や

お
く

つ

き

し
め

⑨
天
皇
の
御
代
栄
え
む
と
東
な
る
陸
奥
山
に
黄
金
花
咲
く
（
四
〇
九
七
）

す
め
ろ
き

み
ち
の
く
や
ま

く

が

ね

天
平
感
宝
元
年
五
月
十
二
日
に
、
越
中
国
の
守
の
館
に
し
て
大
伴
宿
祢
家
持
作
れ
り
。

《
参
考
》

・
…
…
聞
こ
し
食
す
食
国
の

東

方

陸

奥
国
の
小
田

郡

に

金

出
で
た
り
と
奏
し
て

進

れ
り
。
…

め

を
す

く
に

ひ
む
が
し
の
か
た
み
ち
の
く
の

を

だ
の
こ
ほ
り

く
が
ね

い

ま
を

た
て
ま
つ

…
又
大
伴
・
佐
伯
宿
祢
は
、
常
も
云
ふ
如
く
、
天
皇
が

朝

守
り
仕
へ
奉
る
事

顧

な
き
人
等
に
あ

す

め

ら

み
か
ど

か
へ
り
み

ひ
と

ど
も

れ
ば
、

汝

た
ち
の
祖
ど
も
の
云
ひ
来
ら
く
、
「
海
行
か
ば
水
づ
く
屍
、
山
行
か
ば
草
む
す
屍
、

王

い
ま
し

お
や

み

お
ほ
き
み

の
へ
に
こ
そ
死
な
め
、
の
ど
に
は
死
な
じ
」
と
云
ひ
来
る
人
等
と
な
も
聞
こ
し
召
す
。
是
を
以
ち
て

ひ
と

ど
も

こ
こ

遠
天
皇
の
御
世
を
始
め
て
、
今
朕
が
御
世
に
当
り
て
も
、
内
の

兵

と
心
の
中
の
こ
と
は
な
も
遣
は

と
ほ
す
め
ろ
き

わ

う
ち

つ
は
も
の

う
ち

つ
か

す
。
…
…
（
第
十
三
詔
・
天
平
感
宝
元
・
四
・
一
）
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史
生
尾
張
少
咋
に
教
へ
喩
す
歌
一
首

短
歌
を

并

せ
た
り

し
し
や
う

を

く
ひ

さ
と

あ
は

（
漢
文
は
省
略
）

⑩
大

汝

少

彦
名
の

神
代
よ
り

言
ひ
綴
ぎ
け
ら
く

父
母
を

見
れ
ば
尊
く

妻
子
見
れ
ば

愛

お
ほ
な
む
ち

す
く
な
び
こ

な

め

こ

か
な

し
く
め
ぐ
し

う
つ
せ
み
の

世
の

理

と
…
…
（
四
一
〇
六
）
天
平
感
宝
元
年

こ
と
わ
り

＊
父
母
を

見
れ
ば

尊

し

妻
子
見
れ
ば

め
ぐ
し

愛

し

世
の
中
は

か
く
ぞ

道

理

…
…
（
八
〇
〇
・
憶
良
）

た
ふ
と

め

こ

う
つ
く

こ
と
わ
り

反
歌
三
首
（
そ
の
う
ち
の
一
首
）

⑪

紅

は
移
ろ
ふ
も
の
そ

橡

の
馴
れ
に
し
衣
に
な
ほ
若
か
め
や
も
（
四
一
〇
九
）

く
れ
な
ゐ

つ
る
ば
み

き
ぬ

し

右
は
、
五
月
十
五
日
に
、
守
大
伴
宿
祢
家
持
作
れ
り
。

天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日
の

暮

に
、
春
の
苑
の
桃

李

の
花
を
眺
矚
め
て
作
る
二
首

ゆ
ふ
べ

も
も
す
も
も

な

が

⑫
春
の
苑

紅

に
ほ
ふ
桃
の
花
下
照
る
道
に
出
で
立
つ
少
女
（
一
九
・
四
一
三
九
）

そ
の
く
れ
な
ゐ

し

た

で

を

と

め

⑬
わ
が
園
の

李

の
花
か
庭
に
降
る
は
だ
れ
の
い
ま
だ
残
り
た
る
か
も
（
四
一
四
〇
）

す
も
も

堅
香
子
草
の
花
を
攀
ぢ
折
る
歌
一
首

か

た

か

ご

⑭
物
部
の
八
十
少
女
ら
が
汲
み
ま
が
ふ
寺
井
の
上
の
堅
香
子
の
花
（
四
一
四
三
）
天
平
勝
宝
二
年

も
の
の
ふ

や

そ

を

と

め

く

か

た

か

ご

遥
か
に
江
を

泝

る
船
人
の
歌
を
聞
く
歌
一
首

さ
か
の
ぼ

⑮
朝
床
に
聞
け
ば
遥
け
し
射
水
川
朝
漕
ぎ
し
つ
つ
歌
ふ
船
人
（
四
一
五
〇
）
天
平
勝
宝
二
年

あ
さ

ど
こ

い

み
づ

が
は

挽
歌
一
首

短
歌
を

并

せ
た
り

（
長
歌
省
略
）

あ
は

⑯
遠
音
に
も
君
が
嘆
く
と
聞
き
つ
れ
ば
哭
の
み
し
泣
か
ゆ
相
思
ふ
わ
れ
は
（
四
二
一
五
）

ね

⑰
世
の
中
の
常
無
き
こ
と
は
知
る
ら
む
を

情

尽
す
な
大
夫
に
し
て
（
四
二
一
六
）

こ
こ
ろ
つ
く

ま
す
ら
を

右
は
、
大
伴
宿
祢
家
持
、
聟
南
右
大
臣
家
の
藤
原
二

郎
が
慈
母
を

喪

へ
る

患

を

弔

ふ
。

な
か
ち
こ

う
し
な

う
れ
へ

と
ぶ
ら

（
天
平
勝
宝
二
年
）
五
月
二
十
七
日

＊
「
南
右
大
臣
家
」
は
南
家
藤
原
氏
。
不
比
等
の
子
供
た
ち
藤
原
四
兄
弟
の
う
ち
長
男
武
智
麻
呂
の
家

系
。
武
智
麻
呂
の
長
男
豊
成
が
天
平
勝
宝
元
年
四
月
に
右
大
臣
に
な
っ
た
。
「
藤
原
二
郎
」
は
豊
成

の
次
男
。
誰
を
指
す
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
継
縄
か
。
た
だ
し
、
家
持
の
娘
が
継
縄
の
妻
に
な
っ

た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
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【
越
中
以
後
】

（
二
月
）
二
十
三
日
、
興
に
依
り
て
作
る
歌
二
首

①
春
の
野
に
霞
た
な
び
き
う
ら
悲
し
こ
の
夕
か
げ
に
鴬
鳴
く
も
（
一
九
・
四
二
九
〇
）
天
平
勝
宝
五
年

②
わ
が
屋
戸
の
い
さ
さ
群
竹
吹
く
風
の
音
の
か
そ
け
き
こ
の

夕

か
も
（
四
二
九
一
）

や

ど

む
ら
た
け

ゆ
う
べ

二
十
五
日
、
作
る
歌
一
首

③
う
ら
う
ら
に
照
れ
る
春
日
に
雲
雀
あ
が
り

情

悲
し
も
独
り
し
お
も
へ
ば
（
四
二
九
二
）

は

る

ひ

ひ

ば

り

こ
こ
ろ

春
日
遅
遅
に
し
て
、
鶬
鶊
正
に
啼
く
。
悽
惆
の
意
、
歌
に
あ
ら
ず
は

撥

ひ
難
し
。
よ
り
て
此
の
歌
を
作
り
、
式
ち

な

は
ら

も

て
締
緒
を
展
ぶ
。
但
し
此
の
巻
の
中
、
作
者
の
名
字
を
称
は
ず
、

徒

年
月
所
処
縁
起
の
み
を

録

せ
る
は
、
皆
大
伴

の

い

た
だ

し
る

宿
祢
家
持
の
裁
作
れ
る
歌
の
詞
な
り
。

つ

く

族

に
喩
す
歌
一
首

短
歌
を

并

せ
た
り

や
か
ら

さ
と

あ
は

（
長
歌
は
省
略
。
短
歌
二
首
の
う
ち
の
一
首
）

④

剣

大
刀
い
よ
よ
研
ぐ
べ
し
古
ゆ
清
け
く
負
ひ
て
来
に
し
そ
の
名
そ
（
二
〇
・
四
四
六
七
）

つ
る
ぎ

と

さ
や

天
平
勝
宝
八
年

右
は
、
淡
海
真
人
三
船
の
讒
言
に

縁

り
て
、
出
雲
守
大
伴
古
慈
斐
宿
祢
解
任
せ
ら
る
。

是

を
以
ち
て
家
持
此
の
歌

あ
ふ

み

つ
ら
な

こ
こ

を
作
れ
り
。

《
参
考
》

・
出
雲
国
守
従
四
位
上
大
伴
宿
祢
古
慈
斐
・
内
竪
淡
海
真
人
三
船
、
朝
庭
を
誹
謗
し
て
、
人
臣
の
礼
无

み

か

ど

ゐ
や

き
に
坐
せ
ら
れ
て
、
左
右
衛
士
府
に
禁
ぜ
ら
る
。
（
続
日
本
紀

天
平
勝
宝
八
・
五
・
一
〇
）

つ
み

・
詔
し
て
並
び
に
放
免
し
た
ま
ふ
。
（
同

同
一
三
）

ゆ

る

病
に
臥
し
て
無
常
を
悲
し
び
、
修
道
を
欲
し
て
作
る
歌
二
首
（
そ
の
う
ち
の
一
首
）

ほ
り

⑤
う
つ
せ
み
は
数
な
き
身
な
り
山
川
の
清
け
き
見
つ
つ
道
を
尋
ね
な
（
四
四
六
八
）

さ
や

以
前
の
歌
六
首
は
、
六
月
十
七
日
に
、
大
伴
宿
祢
家
持
作
れ
り
。

さ

き勝
宝
九
歳
六
月
二
十
三
日
、
大
監
物
三

形

王

の
宅
に
宴
す
る
歌
一
首

み

か
た
の
お
ほ
き
み

⑥
移
り
行
く
時
見
る
毎
に
心
い
た
く
昔
の
人
し
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
四
四
八
三
）
天
平
勝
宝
九
年

ご
と

右
は
、
兵
部
大
輔
大
伴
宿
祢
家
持
作
れ
り
。

⑦
咲
く
花
は
移
ろ
ふ
時
あ
り
あ
し
ひ
き
の
山
菅
の
根
し
長
く
は
あ
り
け
り
（
四
四
八
四
）
天
平
勝
宝
九
年

や
ま

す
が

右
の
一
首
は
、
大
伴
宿
祢
家
持
、
物
色
の
変
化
を
悲
し
び

怜

び
て
作
れ
り
。

あ
は
れ
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《
参
考
》

○
天
平
勝
宝
九
年
七
月
四
日

橘
奈
良
麻
呂
の
変

・
安
宿
王
、
黄
文
王
、
橘
奈
良
麻
呂
、
大
伴
古
麻
呂
、
多
治
比
犢
養
、
多
治
比
礼
麻
呂
、
大
伴
池
主
、

多
治
比
鷹
主
、
大
伴
兄
人
等
が
共
謀
。

・
黄
文
王
、
道
祖
王
、
大
伴
古
麻
呂
、
多
治
比
犢
養
、
小
野
東
人
、
賀
茂
角
足
は
「
並
杖
下
死
」
。

・
安
宿
王
と
妻
子
は
佐
度
に
配
流
。

・
信
濃
守
佐
伯
大
成
と
土
左
守
大
伴
古
慈
斐
は
任
国
に
流
罪
。

・
遠
江
守
多
治
比
国
人
は
伊
豆
国
に
配
流
。

・
そ
れ
以
外
は
「
或
死
獄
中
」
あ
る
い
は
配
流
。

二
月
、
式
部
大
輔
中
臣
清
麻
呂
朝
臣
の
宅
に

宴

す
る
歌
十
五
首
（
そ
の
う
ち
の
一
首
）

う
た
げ

⑧
八
千
種
の
花
は
移
ろ
ふ
常
磐
な
る
松
の
さ
枝
を
わ
れ
は
結
ば
な
（
四
五
〇
一
）
天
平
宝
字
二
年

や

ち

く
さ

と

き

は

右
の
一
首
は
、
右
中
弁
大
伴
宿
祢
家
持
の
な
り
。

三
年
春
正
月
一
日
、
因
幡
国
の
庁
に
し
て
、
饗
を
国
郡
の
司
等
に
賜
ふ

宴

の
歌
一
首

い
な

ば

あ
へ

う
た
げ

⑨

新

し
き
年
の
始
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
重
け
吉
事
（
四
五
一
六
）
天
平
宝
字
三
年

あ
ら
た

し

よ

ご

と

右
の
一
首
は
、
守
大
伴
宿
祢
家
持
作
れ
り
。


